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『子どもの昭和史』別冊太陽

平凡社／刊

　『昭和10年～20年』では、「幼年倶楽部」
「少女倶楽部」をはじめ、「ラジオ子供の
テキスト」などが掲載され、当時の子ど
もたちの知的好奇心を満足させた数々の
作品が登場します。

　昭和10年から48年までの子どもたちの「文化」を多くのカ
ラー写真を使って余すところなく記した大変面白い本です。

　おじいさんは、森の中
で手袋を片方落したこと
に気付かないまま子犬と
歩いていってしまいます。
そこにネズミがやってき
て手袋の中で暮らすこと
にします。するとカエル
がやってきて、一緒に住
むことに。その後もウサ
ギ、キツネ、オオカミ…と次々に動物たちが「いれて」
とやってきます。とうとうクマまでやって来て、手
袋は今にもはじけそうになります。
　手袋を落としたことに気付いたおじいさんが戻っ
てみると…？
　どんどん動物たちが手袋に入ってしまうことに、
子どもたちは驚きながらも楽しむことができます。
ウクライナ民話を元にした美しい絵本です。

　『昭和20年～35年』では、子どもたちを
熱狂させた漫画・紙芝居・雑誌などが紹
介されています。

　『昭和35年～48年』はテレビの世界か
ら子どもたちのヒーローや人気キャラク
ターが登場します。ウルトラマン、ムー
ミン、天才バカボンなどなど…
　ページをめくるたび懐かしさがあふれ
るシリーズです。

　小学生を対象にした「わらべうたとふるさとかるたであそぼう！」が１月６
日に行われました。
　当日は「福島わらべうたの会はないちもんめ」から講師の先生を招いて、子
どもたちにわらべうたや昔遊びを教えていただきました。初めて経験する遊
びもあり、始めは緊張していた子どもたちでしたが、慣れてくると友だちや
ほかの参加者たちと夢中で遊ぶ様子が見られました。

　講座の後半には、恒例の「ジャンボふるさとカルタ」を使ったカルタとり
大会も行われました。
　会場に広げられた大きなカルタを前に、子どもたちの気合いは十分。札
が詠まれるたびに、取り札を目掛けて跳び込んだり札を探して走り回った
りと、熱戦が繰り広げられました。
　約２時間の講座でしたが、子どもたちは普段触れる機会の少ないわらべ
うたや昔遊びなどを思い切り楽しんだ様子でした。熱戦が繰り広げられたカルタとり大会

わらべうたで遊ぶ子どもたち

Libr aly
昔遊びで遊びました！


